
石
炭
火
力
発
電
所
の

増
加
は
禍
根
を
残
す

　
日
本
で
は
石
炭
火
力
発
電
所
新
設
の
ニ
ュ
ー
ス
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
四
月
九
日
時
点
で
、
新
規
計
画

は
四
十
三
基
、
設
備
容
量
二
千
百
二
十
万
㌔
㍗
だ
そ

う
で
す
。

「
日
本
の
石
炭
火
力
発
電
は
最
新
型
で
す
か
ら
！
」

と
胸
を
張
る
人
も
い
ま
す
が
、
最
新
型
で
あ
っ
て
も

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
の
二
倍

以
上
。
現
在
計
画
中
の
四
十
三
基
の
発
電
所
が
す
べ

て
稼
働
す
る
と
、
約
一
億
二
千
七
百
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ２
が

排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
四
月
の
環
境
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
二
〇
一
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三
年
度
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
は
Ｃ

Ｏ２

換
算
で
十
四
億
八
百
万
㌧
。
前
年
度
に
比
べ
て

一
・
二
％
増
の
要
因
の
筆
頭
は
「
火
力
発
電
に
お
け

る
石
炭
の
消
費
量
の
増
加
」
で
す
。
こ
の
ま
ま
計
画

中
の
四
十
三
基
が
稼
働
す
れ
ば
、
日
本
全
体
の
排
出

量
が
一
割
近
く
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
世
界
で
は
年
末
の
温
暖
化
交
渉
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
を

目
指
し
て
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
は
も
ち
ろ
ん
、
米
国
や
中
国
な
ど
も
し
っ
か
り
し

た
目
標
や
行
動
を
進
め
つ
つ
あ
る
中
、
世
界
第
三
位

の
経
済
規
模
を
有
し
、
世
界
第
五
位
の
排
出
国
で
あ

る
日
本
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
批
判
が
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
石
炭
火
力
の
増
強
は
、

世
界
の
動
向
に
ま
っ
た
く
逆
行
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
動
向
に
逆
行
し
て
い
る
の
は
温
暖
化
の
側

面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
動
向
に
も
逆
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　
現
在
翻
訳
中
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
新
著

『T
he Great T

ransition

』
か
ら
世
界
の
多
く
の

国
で
石
炭
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
石
炭
消
費
量
が
世
界
第
二
位
の
米
国
で
も
、

多
く
の
石
炭
火
力
発
電
所
が
閉
鎖
さ
れ
、
〇
七
年
か

ら
一
三
年
ま
で
の
間
に
石
炭
使
用
量
は
一
八
％
減
。

一
〇
年
初
め
の
時
点
で
稼
働
し
て
い
た
米
国
の
五
百

基
超
の
石
炭
発
電
所
の
う
ち
、
百
八
十
カ
所
以
上
が

す
で
に
閉
鎖
さ
れ
た
か
、
閉
鎖
予
定
な
の
で
す
！

　
そ
の
理
由
に
は
、
①
石
炭
に
対
す
る
地
元
の
反
対

（
健
康
や
環
境
が
理
由
で
あ
る
場
合
が
多
い
）、
②
石

炭
火
力
発
電
に
よ
る
電
力
の
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
厳

し
い
大
気
質
基
準
の
適
用
、
③
ソ
ー
ラ
ー
・
風
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
増
、
④
低
コ
ス
ト
の
天
然
ガ
ス
の

急
速
な
利
用
拡
大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
国
の
石
炭
火
力
は
、
地
元
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
石
炭
反

対
運
動
で
新
規
は
ほ
ぼ
成
立
せ
ず
、
既
存
へ
の
閉
鎖

圧
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
動
力
が

「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
国
内
の
石
炭
発
電
所
を
す
べ

て
閉
鎖
」
を
目
指
し
て
全
国
規
模
で
活
動
し
て
い
る

シ
エ
ラ
ク
ラ
ブ
の
「
脱
石
炭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

　
欧
州
や
米
国
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
一
石

炭
を
使
っ
て
い
る
国
で
あ
る
中
国
で
も
石
炭
使
用
量

は
一
四
年
に
減
り
始
め
て
い
る
の
で
す
。

「
座
礁
資
産
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
　
英
国
の
非
営
利
団
体
カ
ー
ボ
ン
・
ト
ラ

ッ
カ
ー
が
一
一
年
に
発
表
し
た「
燃
や
せ
な
い
炭
素
」

と
い
う
報
告
書
で
注
目
を
集
め
た
考
え
方
で
す
。

　
①
平
均
気
温
の
上
昇
を
二
℃
以
内
に
抑
え
る
可
能

性
を
も
つ
た
め
に
は
、
化
石
燃
料
の
使
用
を
大
幅
に

削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
最
新
の
科
学
的
な
推
計

に
よ
る
と
、
二
℃
以
内
に
と
ど
ま
る
見
込
み
を
そ
こ

そ
こ
に
保
つ
に
は
、
今
世
紀
前
半
に
化
石
燃
料
か
ら

排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ２
を
一
千
四
百
㌐
㌧
（
一
㌐
㌧
＝
十

億
㌧
）
に
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。
③
一
三
年
ま
で
に

す
で
に
四
百
㌐
㌧
を
排
出
し
て
い
る
の
で
、
一
三
年

か
ら
五
〇
年
ま
で
は
一
千
㌐
㌧
し
か
排
出
で
き
な
い
。

④
世
界
に
残
っ
て
い
る
化
石
燃
料
の
確
認
埋
蔵
量
に

含
ま
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ２
は
、
石
炭
（
六
五
％
）、
石
油

（
二
二
％
）、
天
然
ガ
ス
（
一
三
％
）
を
合
わ
せ
て
二

千
八
百
六
十
㌐
㌧
。
⑤
つ
ま
り
、
炭
素
埋
蔵
量
（
主

に
石
炭
と
石
油
）
の
う
ち
一
千
八
百
六
十
㌐
㌧
は
地

中
に
残
し
た
ま
ま
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑥
こ

の
場
合
、
埋
蔵
量
は
価
値
を
失
い
、
座
礁
資
産
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
資
産
を
自
社
の
評
価
額
に
含
め
て
い

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
価
値
は
計
算
し
直
す
必
要
が

あ
る
。

　
と
い
う
考
え
方
で
、
投
資
家
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
座
礁
資
産
」
は
地
下
の
埋
蔵
量
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
石
炭
が
使
え
な
く
な
る
時
代
に
向
け
て
石
炭

火
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
せ
っ
せ
と
座
礁

資
産
を
増
や
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
幸
せ
経
済
研
究
所
所
長
）
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